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概
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目

次

は
じ
め
に

炭
坑
札
と
は

文
献
上
の
炭
坑
札

(以
上
本
号
)

現
存
し
て
い
る
炭
坑
札

の
状
態

炭
坑
札

の
各
種
パ
タ
ー
ン

当
時
の
炭
坑
夫
の
生
活
状
態

推
理
、
推
定

、
推
計
を
試
み
る

む
す
び

一

は
じ
め
に

古
貨
幣
の
蒐
集

・
研
究

の
趣
味
か
ら
出

発
し
て
、
は
か
ら
ず
も
炭
坑
札

の
調
査

研
究
に
踏
み
こ
ん
で
了

っ
た
。
私
は
、
昭
和
二
十

一
年
戦
地
よ
り
復
員
す
る
と
す

ぐ
三
菱

の
飯
塚
炭
坑
病
院
に
奉
職
し
、
そ

の
後
二
十
二
年
間
炭
坑

の
人
々
と
共
に

生
活
し
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
炭
坑
札
の
所
有
者
は
少
数
宛
所
持
し
て
、
横
の
連

繋
も
な
く
、
そ
の
意
義
づ
け
も
な
さ
れ
な

い
ま
ま
に
な

っ
て
い
た
の
で
、
筑
豊
地

区
か
ら
炭
坑
が
殆
ん
ど
消
失
し
て
了

っ
た
今
日
、
炭
坑
札

の
実
体
を
総
合
的
に
調

査
研
究
し
て
お
く
こ
と
は
将
来

の
た
め
に
大
切
な
こ
と
で
あ
ろ
う
と
い
う
意
図
か

ら
調
査
研
究
に
着
手
し
た
の
で
あ
る
。

貨
幣
研
究
会

の
人
々
や
各
地

の
公
的
資
料
室
、
一
般
巷
間
の
炭
坑
札
所
有
者
の
方

々
か
ら
絶
大
な
る
御
協
力
を
得
て
、
昨
年

三
月

「北
部
九
州
の
炭
坑
札
」
第

一
輯

を
上
梓
し
た
。
更
に
九
月
に
第
二
輯
、
本
年
三
月
に

「
改
訂
北
部
九
州

の
炭
坑
札
」

を
上
梓
し
て

一
応
の
完
結
を
見
た
。
そ
の
時
点
で
九
州
大
学

秀
村
教
授

の
御
要

請
を
う
け
た
の
で
、
そ
の
概
観
的
展
望
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
。
そ
れ
に
は
炭
坑

札

の
種
類
や
様
式
に
関
す
る
事
ば
か
り
で
な
く
、

一
つ
の
金
券
と
し
て
炭
坑
経
営

や
炭
坑
の
生
活
に
果
し
て
来
た
炭
坑
札
の
役
割

に
つ
い
て
も
説
明
し
た
い
と
思
う
。

私

は
医
師
で
あ
り
、
歴
史
学
に
も
経
済
学
に
も
全
く
の
門
外
漢
で
あ
る
の
で
、

鉄
面
皮
な
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
敢
え
て
お
許
し
願
い
た

い
。

二

炭
坑
札
と
は

炭
坑
札
と
は

一
言
に
し
て
い
え
ば
個
々
の
炭
坑
が
発
行
し
た
金
券

で
あ
る
。
近

代
石
炭
産
業

の
発
展
、
即
ち
炭
坑
経
営
に
重
要
な
役
割
を
演
じ
た
も

の
と
い

っ
て

過
言
で
な
く
、

一
方
で
は
又
従
業
員
の
生
活
を
苦
し
め
た
元
凶
で
あ
る
と
い

っ
て

も
過
言
で
は
な
い
。
明
治
三
十

一
年
五
月
発
行
の
高
野
江
基
太
郎
著

『
筑
豊
炭
礦

誌

』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
文
を
そ
の
ま
ま
引
用
す
れ
ば
、

「
石
炭
札
は
会
計
法
の

便
宜
に
よ
り
、
仮
に
発
行
す
る
炭
券

に
し
て
、
日
々
採
炭
額
を
精
算
し
、
そ
の
賃

銭
と
し
て
石
炭

一
千
斤
を

一
円
と
し
、
切
符
を
以
て
之
を
支
払

い
、
毎
月
二
回
現

金

に
引
換
え
る
も

の
で
あ
る
」
と
な

っ
て
い
る
。

こ
の
金
券
は
炭
坑

で
は
斤
券

・
炭
券

・
山
札

・
採
炭
切
符
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
。

厳
密
に
い
う
と
、
炭
坑
札

の
中
に
は
①
石
炭
札
と
も
称
す
る
斤
量
表
示

の
前
記
斤

券

(
炭
券

・
採
炭
切
符
)
が
あ
り
、
他
に
②
円
銭
単
位
表
示

の
札

(
通
常
購
買
券

が
多
い
。
支
払
切
符
と
称
・す
る
も
の
も
あ
る
)
が
あ
る
の
で
、
こ
の
二
つ
を
総
称
し

て
炭
坑
札
と
い
う
の
が
正
し
い
と
考
え
て
い
る
。

斤
量
に
は

五
千
斤

・
三
千
斤

・
千
斤

・
五
百
斤

・
三
百
斤

・
二
百
斤

.
百
斤

.

五
十
斤

・
三
十
斤

・
二
十
斤

・
十
斤

・
五
斤

・
三
斤

・
二
斤

・
一
斤
、
円
銭
単
位

に
は

一
円

・
五
十
銭

・
二
十
銭

・
十
銭

・
五
銭

・
二
銭

・
一
銭

・
五
厘

の
表
示
種

類
が
あ
る
。
炭
抗
夫
々
に
よ

っ
て
発
行
種
類
は
異
な
り
、
そ
の
中

の
五
乃
至
十
二

種
類
を
採
用
し
て
い
る
。
因
み
に

一
斤
は
百
六
十
匁
11
六
〇
〇

9
で
あ
り
、
千
斤

11
0

・
六
屯
、

一
屯
11

一
六
六
六
斤

で
あ
る
。



三

文
献
上
の
炭
坑
札

現
在
の
と
こ
ろ
、
元
炭
坑
主
所
蔵

の
古
文
書
な
ど
の
調
査
ま
で
は
手
が
届
い
て
い

な
い
。
文
献
で
特
筆
に
値
す
る

の
は
明
治
三
十

一
年
五
月
に
発
行
さ
れ
た
前
述
の

『
筑
豊
炭
礦

誌

』
で
あ
る
。こ
れ
に
は
炭
坑
名
、
従
業
員
、
設
備
規
模
、
炭
坑
札
発

行

の
実
態
、
賃
金
や
生
活
の
実
態
、
厚
生

施
設
、
出
炭
量
、
当
時
の
社
会
情
勢
な

ど
非
常

に
詳
細
に
調
査
記
述
し
て
あ
る
。

そ
の
中
炭
坑
札
に
つ
い
て
抜
粋
し
て
ま

と
め
た
の
が
表
①
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
明
治
三
十
年
時
点
で
炭
坑
札
発
行
の
炭
坑
数
約
七
十
坑
、
そ

の
他
不
詳
約
二
十
坑

(
恐
ら
く
発
行
ず
み
)
で
あ
っ
て
、
発
行
し
な
か

っ
た
の
は

三
菱
系
(新
入

、
鯵
田
)
、
古
川
系

(下
山
田
、
目
尾
、
勝
野
)
の
炭
坑
位
の
も
の

で
あ
る
。
発
行
さ
れ
た
種
類
は
四
百
～
四
五
十
種

の
範
囲
に
あ
り
、
炭
坑
数
は
約

百
坑
で
あ
る
。

因
み
に
江
戸
時
代
は
ど
う
で
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
天
保
二
年
小
倉
藩
金
田
手

永

(
現
田
川
郡
金
田
町
)
で
は
石
間
歩
札

に
か
え
納
差
れ
を
発
行
し
た
と
記
録
に

あ
る
が
、
未
見
で
あ
る
。
昭
和
三
十
年
頃
鞍
手
郡
小
竹
町
の
あ
る
旧
家
か
ら
福
岡

藩
札
に
墨
書

で
石
炭
○
○
と
書
か
れ
た
札

が
数
枚
出
た
と
い
う
事
を
聞
い
た
こ
と

が
あ
る
。
拙
著
三
月
刊
行
の
時
点
で
は
〃
今
は
そ
の
行
方
は
分
ら
な
い
が
、
い
つ

れ
の
日
か
江
戸
時
代
の
藩
札
や
福
岡
藩
の
も

の
が
見
出
さ
れ
る
可
能
性
は
あ
る
〃

と
記
載
し
て
お
い
た
。
所
が
昨
年
八
月
初

め
に
福
岡
市
博
多
区
の
方
か
ら
連
絡
が

あ
り
、
福
岡
藩
札
に
墨
書

さ
れ
た
も

の
を
拝
見
し
た
。
後
章
に
於
て
私
は
私
な
り

の
判
断
を
示
し
て
み
よ
う
と
考
え
て
い
る
が
、
そ
の
真
実
に
関
す
る
決
定
は
今
暫

く
時
間
を
得
て
大
方
諸
賢
の
意
見
を
侯
つ
よ
り
他
は
な
い
。

炭
坑
札
の
発
行
は
概

ね
明
治
十
五
年
頃
か
ら
と
考
え
て
よ
く
、
大
正
八
年
迄
を

最
も
盛
ん
に
発
行
さ
れ
た
時
期
と
し
、
大
正
八
年
以
後
も
昭
和
三
十
年
頃
ま
で
、

炭
坑
に
よ

っ
て
は
購
買
券
等
、
形
を
か
え

て
賃
金
の

一
部
分
に
使
わ
れ
た
事
実
が

あ
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
後
で
詳
し
く
の
べ
る
こ
と
に
す
る
。

(表1)

高野江基太郎著 『筑豊炭礦 誌』(明 治31年5月)に 記載されている炭坑札の表

備 考
主

所 在 地現金交換 日石炭券(切 符)発 行の種類坑 夫 数炭 坑 名

貝 島 太 助

茂 平谷

中 西 七太郎

遠賀郡
中間

中間

下大隈

1日16日
一千斤 、五百 斤、二 百斤、 百斤 、五 、

十斤、五斤、三斤、一斤 の9種

1日16日、、 五 、二 、 、
三十斤 、十斤 の7種

五 百 、 二 、 、 五 一 、

の5種

400人

36
30060)
150人

(男80、 女70)

第一大 辻 炭 坑

第二 新手 炭 坑

第一大 隈炭 坑

中 西 七太郎楠橋第一大隈炭坑に同じ130人第二大 隈 炭 坑

石 井 儀 三

貝 島 太 助

貝 島 太 助

坪 内 安 久

下大隈

香月

中間

中間

無し

第一大辻炭坑に同じ

5日20日大辻香月に同じ

1日16日千斤、五百斤、百斤、五十斤、十斤の5種

150人

6:4)

300人

100人

新 大 隈 炭 坑

二 エ↓

月膨坑
第三大辻

中間炭坑

坪内 中間炭坑

友 保 市次郎中間1日16日

島 田 孫 六

下 沢 善四郎

水巻吉田

水巻吉田

・100人鳳 團 炭 坑

15日30日
耳 片五酢 酒 五振 所 五庶

1日16日五百斤、百斤、五←斤、二十斤、十斤、玉斤

200人

30人

吉 田 炭 坑

鯉 口 炭 坑

飯 野 又 七水巻杁1日16日千斤、百斤、五 £斤、十斤の4種
200
7:3)多 賀 野 炭 抗

千 住 喜 作中間
千斤、五百斤、三百斤、二百斤、百斤、

五一

100人

(6=4)
深 坂 炭 坑

一99一



炭 坑 名

馬場山
香 月 炭 抗

長 浦 炭 坑

緑 炭 抗

黒 川 炭 坑

岩 崎 炭 坑

頃 末 炭 坑

朝 日 炭 坑

福 好 炭 坑

大 君 炭 坑

日 の 出 炭 坑

新 立 炭 坑

新 入 炭 坑

本 洞 炭 坑

の
菅牟田炭坑

大 の 浦 炭 坑

勝 野 炭 坑

日 焼 炭 坑

藤 棚 炭 坑

赤 池 炭 坑

鴻 の 池 炭 坑

御 徳 炭 坑
一 の

桐野炭坑
二 の

大谷炭坑

白 鶴 炭 坑

宮 田 炭 坑

頓 野 炭 坑

金 剛 炭 坑

塩 頭 炭 坑

沓 抜・炭 坑

繁 牟 田 炭 坑

三 笠 炭 坑

旭 炭 坑

大 谷 炭 坑

坑 夫 数

200人

(6:4)

150人

80人

50人

(7:3)

100人

73人

120人

:3

70人

(6:4)

75
(6:4)

100人

(6:4)

2,289人

430人

590人

(7:3)

85
(7=3)

429人

260人

7=3

610人

(7:3)

88人

60人

260人

7:3)

463人

365人

7:3

270人

220人

100人

257人

70人

不 詳

200人

260人

40人

石炭券(切 符)発 行の種類

五百斤、三百斤、二百斤、百斤、五十斤、

十斥 五斤の7種

不 詳

不 詳

不 詳

不 詳

使用すれど不詳

千斤、 五百 斤、百斤 、五十 斤、十 斤、
五 の6

不 詳

他坑に同じ 使用

不 詳

不 詳

切符発行せず

不 詳
五百斤 、三百斤 、百斤 、五十 斤、

三 十斤、 十斤 の6種

全 上

現金払 い、切符発行せず

千 斤、五 百斤、二 百斤 、百斤、 五十斤 、
'の

千斤 、五百 斤、 四百斤 、二 百五 十斤、

百斤 、五十 斤、 三f斤 、二十斤、十斤

不 詳

五百 、(二 百)、 百 、五 十 、

十斤 の5種

(千)、 五百斤、二 百 、(百)
五一 、二十 斤、十 斤の7種

発行(菅 牟田炭坑 に同じ)

発 行(〃 〃)

、五 百 、二 百斤、百 、五 十斤 、
三 十 の7

千斤 、五 百斤、二 百斤、 百斤、五 も斤、

十 の6

不 詳

、 五百斤 、二百 斤、百斤 、五十斤、
十斤、 五斤 の7種

切符 を発行せず

不 詳

五十銭 、 二十銭、 十銭、 五銭 の4種

千斤 、五 百斤、二 百斤、 百斤、 五十斤、
一

、五斤 の7種

不詳(元 古川嘉平所有)

不 詳

現金交換日

1日16日

2日17日

5日20日

1日16日

3日17日

3日18日

3日18日

1日16日

1日16日

2日18日

1日16日

1日16日

1日16日

月3回

1日16日

一
〇〇　一

所 在 地

香 月

,、、 山

香 月
馬場山

楠橋

楠橋

中間

水巻頃末

頃末

水巻古賀

山 ・

高須

型

矢矧村
戸

郡
剣村中山

,

香井田村
鶴田
田 ・

上大 隈

本洞の近 く

下堺村
中泉

赤池

御徳
え 徳

笠 公 ・
四良

四郎丸
宮田

宮田

頓野村

木屋 の瀬村

野

勝野

獺

八尋
〃

西川村

主

中 野 政 吉

境 田 サ ク

中 西 七太郎

蔵 内 次郎作

岩 崎 久米吉

下 沢 善四郎

橋 口 伊 助

長谷川 芳之助

春 田 惟

吉 田 千 足

村 田 恒 夫

三菱 合資 会 社

許 斐 鷹 助

貝 島 太 助

貝 島 太 助

古 河 市兵衛

秋 田 鍬三郎

長谷川 芳之助

長 綱 好 勝

貝 島 伊 平

堀 三太郎

貝 島 太 助

貝 島 太 助

秋 田 鍬三郎

広 海 二三郎

井 上 勇 太

加 藤 周 助

古 河 市兵衛

小竹採炭組 合

帆 足 豊 吉

井 上 友次郎

尾 上 安太郎

小 寺 幸次郎



炭 坑 名

笠 松 炭 坑

室 木 炭 坑

坑 夫 数

320人

(6=4)

160人

絵 田 炭 坑
1,184

(850=334)

目 の 尾 炭 抗 130人

庄 司 炭 坑
180人

(7:3)

相 田 炭 坑 30人

大 谷 炭 坑 35人

鬼 山 炭 坑 少 数

高 雄 炭 坑

南 尾 炭 坑

楽 市 炭 坑

580人

潤 野 炭 坑

花 瀬 炭 坑

200人

go人

平 恒 炭 坑

牟 田 炭 坑

280人

後 牟 田 炭 坑

小 正 炭 坑

碓 井 炭 坑 481人

桂 川 炭 坑 160人

集 丸 炭 坑 120人

笹 原 炭 坑

上三緒 炭 坑

芳 雄 炭 坑

男80人
10

385人

200人

嘉 麻 炭 坑

忠 隈 炭 坑

大 城 炭 坑

70人

男450人

女200人

300人

牛 隈 炭 坑 48人

下 山 田 炭 坑

益 富 炭 坑

350人

60人

嘉 穂 炭 坑 300人

田川 採炭 々 坑

起 行 炭 坑

小松 ケ浦炭 坑

1990人

900人

(7:3)

200人

(7.=3)

石炭券(切 符)発 行の種類

千斤、五 百 斤、二百 斤、百 斤、五十 斤、
五 の7種

五百斤 、二百 斤、 百斤、五 十 、二 十

斤、 十斤 の6種

現金交換 日

2日17日

1日16日

切符発行せず 16日30日

切符発行せず 15日30日

五 、二 百斤、百 斤、五 十斤、 十斤

の5種
1日16日

不 詳

数種発行

本坑 は元木村 房氏 開坑は幻 年
30年6生 氏に移 る 切符発行"
五 百 、(二)、 五 一 、 十

の5

2回

現金換

現金支払

1日16日

千 斤、五 百斤、 二百斤、 百斤 、五十斤 、
二 の7

五 百斤 、二百斤 、百斤、 五十 斤、十 斤、

五 の6

3日18日

15日30日

千斤、五百斤、三百斤、二百斤、百斤、五

斤 三 、二十斤、十斤、五斤、一斤

不 詳

1日16日

数種他坑 と同 じ

他坑に同 じ 2日16日

五百斤 、二百 斤、百 斤、五 十斤、 十斤
の5

15日30日

五百斤 、二百 斤、百 斤、五 十斤、 十斤㍉
五 斤の6 1日10日

、五百 斤、二 百斤、百 斤、五十斤、
十 の6

15日30日

千斤 、五百斤 、百斤 、五十 斤、二 十斤、

十 五 の7種
五百 斤、二 百 、百 、五 十 、 十 、

五 の6

上三緒に 同じ

1日16日

1日16日

不詳(恐 らく上三緒に同じ)

千斤 、五 百斤、二 百斤、 百斤、 五十斤」

十 斤の6種

五 百斤、 三百斤 、二百斤 、百 斤、五十
一 一 一 の9

随 時

3ロ

1の 日

他坑 に同じ 月2回

他坑 の如 く切符 を発行せず。

‡岸あ謳 旅 二百斤・百 ・五十 ・

5日20日

現 金支払

3日17日

1銭 相当より1円 相当直、数種発行 1日16日

五 、二百 、百 斤、五十 、 十
の5種
一 、五 、 、

斤、百 斤、五 十斤 の7種
五 、 、 五 、 二 一 、 、

五 斤 、 一 斤 、 半 斤 の8種

月 末

5日25日

1日16日

所 在 地

笠松村

璽良丸月
・

室木

穂
笠松村絵田

脊 ・

目

谷 ・庄
司

相田
谷 ・

目の尾

穂波 寸
、 一

二瀬村

幸袋

南尾
穂 婆 ・

鎮西村
潤
〃

穂波村
平垣

潤野

潤野
〃

碓井村

桂川村師

士
碓井村
方田
公 ・

上 三緒
〃

上=
穂波村

塚
頴田村
勢田

、、田 村

山 田

碓井村
上
稲築村

田川郡
11va村奈

弓削田村
奈良

川宮

備 考
坑 主

関 西 骸 炭 ㈱

服 部 氏 守

三 菱 合資会 社

古 河 市 兵 衛

住友 吉右ヱ門

伊 伝 六

豊 島 才 吉

中 野 徳次郎

三菱合資会社
中 野 徳次郎

麻 生 光二郎

川 越 与 四郎

広 岡 信五郎

矢 野 市次郎

山本周太郎
他4人

中 村 五 平

大 矢 孫十郎

住友 吉右ヱ門

三 菱 合 資 ㈱

松 尾 浩 幹

城 野 琢 磨

山 本 兵九郎

麻 生 太 吉

麻 生 太 吉

麻 生 太 吉

住友 吉右ヱ門

明 治 炭坑 ㈱

古 野 与太郎

古 河 市兵ヱ

爪 生 卯太郎

原 田 茂 俊

福 島 長 助

久良知 寅次郎

武 腰 寅次郎



備
所 在 地現金交換 日石炭券(切 符)発 行 の種類坑 夫 数炭 坑 名

茂 平谷
神田村

毎月二回切符発行他坑に同 じ
600人

(7:3
金 谷 炭 坑

毛 利 元 照

安 川 敬一郎

平 岡 浩太郎

蔵 内 次郎 作

金 田

.、 池

糸田村

1田

川 宮

3回

6の 日

月3口

1の 日

月3回
1の 日

1日 、16日

五 、百 斤、五十 、 、五 、
一斤 の6種

、 五 斤 、 二 百 、 百 、 五'、

十 の6

千斤 、五百 斤、二百 斤、百 斤、五 ←斤、
の5種

五千 斤、千 斤、五 百 、 二 、 、
五十 斤、 十斤 の7種

530人

(8:2)

1148人

(7=3

822人

(467:355)

480人

金 田 炭 坑

赤 池 炭 坑

豊 国 炭 坑

峯 地 炭 坑

長谷川 敬 治掻 豊1日16日
二 百r、 百 、 五 一 、 十 、 五 の

5
30人位 登 炭 坑

豊 州 炭 坑 ㈱

〃〃

池 尻
〃

尻

1日16日千斤 、五 百斤、百 五十 、 、五十
二十 斤、十 斤の7種

切符発行せず、証明書で購買可能

150人

(6:3)

a}0

8:2

豊 州 炭 坑

牛 の 浦 炭 坑

〃〃

松 尾 敏 幸

大 島 兵 吉

〃

尻
金川村

吉

中津原

1日16日

月3回
1の 日

円、五 百斤 、三百斤 、二百斤 、百 、
五十 二十 、十斤 、五斤の9種

、五 百斤 、百斤 、五十斤 、十斤 、
五斤の6種

二 、十 、五 、一 を
の代 用 とした

110人

(80=30)

250
(7=3)

鮒 池 炭 坑

糸 飛 炭 坑

扶 桑 炭 坑

村 田 為 吉
上位登月2回位登炭坑 と同じ発行上 位 登 炭 坑

灰坑
株式会社

蔵 内 次郎作

企救郡
足立村

足立村

1日 ・16日

10日 、25日

千斤、 五百斤 、百斤 、五十斤 、十斤 、
五斤 の6種

三 、二 、 、五 、 三

斤、二 百斤 、百斤、 五十斤、 三十斤 、

二十斤 、十 斤、五 斤 の12種

COO人

(7=3)

250人

小 倉 炭 坑

足 立 炭 坑

(八

一
頁
よ
り
)

中

の

産
額

は

一
、

八
三
五

、

四
三
六

、七
〇

一
斤

な

り

し

に

、

六
月

は

一
、

三
四

二
、

五

三

七

、

四

七

三

斤

と
な

り

、

実

に

四
九

二
、

八
九

九

、

二

二
八

斤

の

激

減

に

し

て

、

其

減

少

率

実

に

三
割

六

分

と

な

る

。

尤

も

風

水

害

等

に

依

り
止

む

を

得

ざ

る
原

因

を

な

せ

る

は

勿
論

な

り

と

す

。

今

本

県

の
産

額

を

示

せ
ば

左

の
如

し

。

芳

谷

杵

島

久

原

相

知

杵
島
第
二
坑

岩

屋

七

四

、

二
六

三
、

九

六

三

六

、

九

〇

四

、

五

八

〇

四
、

九

七

六

、

五

一
二

四

八

、

一
七

六

、

四

〇

二

三
九

、

八

四

三

、

八
六

〇

一
八
、

四

三

四

、

三

八

〇

大
正
三
年
八
月
五
日

唐
津
港
の
特
別
輸
出

東
松
浦
郡
唐
津
港
に
お
け
る
七
月
中
の
特
別
輸
出
は
艦
船
売
込
額
は
外
国

七
六
、
六
五
九
円
内
地
三
二
、
二
二

一
円
計

一
〇
八
、
八
七
九
円
に
し
て
、

こ
れ
を
前
月
に
比
す

れ
ば
外
国
船
に
於
て
七
、

=
一=

円
、
内
地
船
に
お
い

て

一
七
、

一
九
三
円
、
計
二
四
、
三
二
四
円
の
増
加
を
示
せ
り
。
今
之
を
品

種
別
に
示
せ
ば
左
の
如
し
。

品
名

外
国
船
売
込

内
地
船
売
込

石
炭

七
五
、
六
七
〇

二
九
、
口

一
七

(
略
)

因
み
に
同
月
中
外
国
船
に
売
込
た
る
数
量
は
飲
料
水
四
〇
〇
ト
ン
、
石
炭

一
〇
、
八
〇
〇
ト
ン
に
し
て
、
内
地
船
は
飲
料
水
三
三
〇
ト
ン
、
石
炭
四
、

六

一
〇
ト
ン
な
り
と
。

(次

号

へ

つ
づ

く

)


